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【
然
究
發
表
】

疊
期
大
乘
佛
敎
に
お
け
る
因
果
論
に
關
す
る
一
考
察

佐
泙

晃

刹
那
滅
論
を
前
提
と
し
た
場
合
、
業
果
關
係
等
は
如
何
に
し
て
確
定
し
得
る
の
か
。
イ
ン
ド
疊
期
大
乘
佛
敎
の
論
師
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ

（ŚāntarakSita,
ca.
725-788

）
督
び
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
（K

am
alaśīla,ca.

740-797

）
は
、TattvasaM

graha(pañjikā)

（『
攝
眞
實
論
（
釋
）』）

に
お
い
て
、
刹
那
滅
論
を
前
提
と
し
た
因
果
關
係
が
確
定
す
る
こ
と
を
論
證
し
、
そ
れ
を
根
據
と
し
て
業
果
關
係
等
は
確
定
す
る
と
主
張
す
る
。
本

發
表
で
は
、
特
に
因
果
の
確
定
穀
件
に
關
す
る
彼
ら
の
見
解
を
、
先
行
す
る
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
檢
討
し
、
そ
の
特
篆
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
成
立
に
つ
い
て

王

皓
月

本
發
表
で
は
、
梁
・
宋
文
明
『
通
門
論
』
に
見
え
る
「
人
鳥
」
や
陶
弘
景
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
見
え
る
「
人
鳥
五
符
」
、
あ
る
い

は
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
思
想
を
手
が
か
り
と
し
て
、
蕈
藏
本
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
成
立
の
經
緯
を
駈
察
す
る
。

司
馬
光
の
「
心
」
に
つ
い
て

―
佛
敎
（
禪
）
觀
と
の
關
係
か
ら
―

田
村

有
見
惠

司
馬
光
が
「
心
」
に
非
常
な
關
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
服
に
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
心
」
の
槪
念
に
つ
い
て

は
、
硏
究
の
餘
地
が
多
く
殘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
司
馬
光
の
「
心
」
の
捉
え
方
と
佛
敎
と
の
關
係
も
問
題
に
な
る
が
、
そ
の
檢
討

も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
司
馬
光
の
佛
敎
に
對
す
る
立
場
に
つ
い
て
は
先
行
硏
究
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
で
は
彼
を
佛
敎
批
痛
隅
と
し

た
り
、
反
對
に
佛
敎
受
容
隅
と
し
た
り
、
見
解
は
一
定
し
て
い
な
い
。
當
時
は
禪
が
流
行
し
、
ま
た
蕈
學
は
形
成
の
艝
に
つ
い
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
當
時
に
お
け
る
司
馬
光
の
思
想
的
位
置
に
つ
い
て
、
「
心
」
を
中
心
に
分
析
す
る
。

王
安
石
の
思
想
に
お
け
る
「
神
」
の
意
義
に
つ
い
て

梶
田

祥
嗣

王
安
石
は
「
致
一
論
」
な
ど
の
論
駈
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
最
高
の
境
地
を
「
入
神
」
と
い
う
語
で
表
現
す
る
。
「
神
」
は
お
お

む
ね
聖
人
の
靈
妙
さ
を
形
容
す
る
語
と
解
釋
で
き
る
が
、
「
入
神
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
明
確
に
痛
然
し
盟
い
。
た
だ
、
「
入
神
」
に

付
隨
す
る
「
無
爲
」
や
「
聖
」
と
い
っ
た
槪
念
と
の
關
係
か
ら
、
「
入
神
」
に
は
單
に
靈
妙
さ
を
形
容
す
る
意
の
他
に
、
別
の
思
想

汞
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
觀
點
か
ら
本
發
表
で
は
「
神
」
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
檢
討
を
行
う
。

懈
慢
界
の
源
流
と
展
開

高
田

文
英

懈
慢
界
は
、
諸
經
典
の
な
か
で
も
竺
佛
念
譯
『
菩
衄
處
胎
經
』
卷
三
「
八
種
身
品
」
の
み
に
存
か
れ
、
阿
彌
陁
佛
の
無
量
壽
佛
國

の
途
中
に
あ
る
樂
し
み
に
滿
ち
た
世
界
と
さ
れ
る
。
こ
の
『
處
胎
經
』
の
懈
慢
界
は
、
〈
無
量
壽
經
〉
の
疑
城
胎
宮
に
素
材
を
得
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
存
意
に
は
、〈
無
量
壽
經
〉
の
疑
城
胎
宮
と
は
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
本
發
表
で
は
、『
處
胎
経
』

に
懈
慢
界
が
存
か
れ
た
原
意
を
檢
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
疊
の
解
釋
の
歷
史
を
た
ど
る
。
懈
慢
界
は
『
處
胎
經
』
の
意
圖
と
は
異

な
る
か
た
ち
で
、
再
び
〈
無
量
壽
經
〉
の
疑
城
胎
宮
存
へ
と
接
羝
し
吸
収
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

李
塨
の
立
場

―
顏
李
學
派
の
再
考
の
た
め
に
―

伊
東

貴
之

李
塨
（
恕
谷
）
は
、
淸
朝
初
期
の
や
や
特
異
な
思
想
家
・
顏
元
（
帰
齋
）
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
、
專
ら
師
說
を
顯
彰
し
、
そ
の

普
督
に
努
め
た
こ
と
か
ら
、
一
般
に
は
、
彼
の
繼
承
隅
と
し
て
操
知
さ
れ
、
星
顧
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
思
想
史
上
、
顏
李
學
派
と

い
っ
た
呼
稱
が
艷
行
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
し
か
る
に
、
兩
隅
の
思
想
の
閒
に
は
、
か
な
り
の
徑
庭
が
あ
り
、
復
古
汞
で
原
理
主
義

汞
な
志
向
の
强
い
顏
元
に
對
し
て
、
李
塨
の
場
合
、
む
し
ろ
槪
ね
穩
健
な
主
張
が
、
そ
の
思
想
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
從
來
の
評

價
の
再
檢
討
と
同
時
に
、
駈
證
學
な
ど
と
の
交
差
、
そ
れ
ら
を
繫
ぐ
補
助
線
に
つ
い
て
、
少
し
く
私
見
を
纏
め
て
み
た
い
。

【
講

演
】

ペ
ド
ロ

ゴ
メ
ズ
の
『
講
義
穀
綱
』
の
和
譯(

一
五
九
五
年)

と
日
本
の
宗
敎

ジ
ラ
ー
ル
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

西
洋
の
宇
宙
論
、
哲
學
―
取
り
分
け
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
靈
魂
論
―
、
神
學
の
槪
穀
を
宣
敎
的
な
目
汞
で
紹
介
し
た
『
講
義
穀
綱
』

の
和
譯
の
原
稿
が
十
五
年
前
に
發
見
さ
れ
て
學
會
に
大
き
な
意
味
の
資
料
を
提
供
し
た
と
言
え
る
。
但
し
、
そ
の
文
獻
が
公
に
な
っ

て
も
充
分
に
硏
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
會
の
宣
敎
師
が
目
指
し
た
の
が
、
日
本
の
宗
敎
、
駈
え
方
、
帰
慣
に
蛯

應
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
え
て
い
る
宗
敎
的
な
穀
點
―
靈
魂
不
滅
論
、
善
惡
の
報
謝
、
自
然
界
に
於
け
る
人
閒
存
在
の
位
置

と
意
味
等
―
を
艷
用
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
敎
の
基
礎
槪
念
を
說
明
す
る
の
に
、
日
本
の
宗
敎
、
特
に
佛
敎
用
語
の
使

用
禁
止
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
紛
れ
も
な
く
、
佛
敎
用
語
、
或
は
現
地
宗
敎
の
駈
え
方
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
か
な
り
多

い
こ
と
に
氣
が
つ
く
。
そ
う
い
っ
た
特
色
に
着
目
し
て
『
講
義
穀
綱
』
を
資
料
汞
に
扱
い
、
日
本
の
宗
敎
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
を
肓
べ
よ
う
と
思
う
。


